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東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

  当社は、本日、平成 27年４月 17日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、

なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 当社の平成 27年３月期の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきまし

ては別添のとおりであります。 

 なお、平成 28年３月期の業績予想は、決算短信発表時に合わせて行います。 

【連 結】                 (単位：百万円・％） 

決算期 

 

項 目 

平成 27年３月期 

（予想） 

平成 27年３月期 

第３四半期累計期間 

（実績） 

平成 26年３月期 

（実績） 

 構成比 対前期増減率  構成比  構成比 

売 上 高 4,867 100.0 15.9 3,662 100.0 4,198 100.0 

営 業 利 益 194 4.0 54.3 186 5.1 126 3.0 

経 常 利 益 240 4.9 49.5 179 4.9 160 3.8 

当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益 136 2.8 32.6 108 3.0 102 2.5 

１株当たり当期（四半期）純利益 92円 08銭 73円 18銭 
1,415円 22銭 

（70円 76銭） 

 

【個 別】                 (単位：百万円・％） 

決算期 

 

項 目 

平成 27年３月期 

（予想） 

平成 27年３月期 

第３四半期累計期間 

（実績） 

平成 26年３月期 

（実績） 

 構成比 対前期増減率  構成比  構成比 

売 上 高 4,756 100.0 16.8 3,579 100.0 4,072 100.0 

営 業 利 益 191 4.0 57.9 185 5.2 121 3.0 

経 常 利 益 239 5.0 49.8 179 5.0 159 3.9 

当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益 134 2.8 31.6 108 3.0 102 2.5 

１株当たり当期（四半期）純利益 90円 76銭 73円 05銭 
1,405円 43銭 

（70円 27銭） 

１ 株 当 た り 配 当 金 ― ― 
400円 00 銭 

（20円 00銭） 

（注）１．平成 26年３月期（実績）及び平成 27年３月期第３四半期累計期間（実績）、平成 27年３月期（予想）

の１株当たり当期（四半期）純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。 

２．平成 26 年６月 27 日付で、株式１株につき 20 株の株式分割を行っております。そこで、当該株式分割

に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を（ ）内に記載しております。  



業績予想に係る定性的情報について 

 

○当社グループ及び当社の全体の見通し 

 居酒屋業界におきましては、少子高齢化や若者のアルコール離れ等により市場が縮小している

といわれ、一般社団法人日本フードサービス協会の調査では、売上高前年同月比がパブ・居酒屋

部門では平成 24年５月以降平成 27年１月まで 100％を下回っております。 

 このような環境のもと、当社グループにおきましては、連結売上高を 4,867 百万円（対前期増

減率 15.9％）、連結営業利益を 194百万円（対前期増減率 54.3％）、連結経常利益を 240百万円

（対前期増減率 49.5％）、連結当期純利益を 136百万円（対前期増減率 32.6％）と予想しており

ます。 

 また、個別売上高を 4,756百万円（対前期増減率 16.8％）、連結営業利益を 191百万円（対前

期増減率 57.9％）、連結経常利益を 239百万円（対前期増減率 49.8％）、連結当期純利益を 134

百万円（対前期増減率 31.6％）と予想しております。 

  

○当社の売上高 

 既存店については、前期売上高や潜在売上高（席数から試算した最大売上）、業界の実績等を

鑑み、平成 27年３月期の予想売上高を決定しております。 

 出店予定の新店(19店舗を想定)については、当社グループ内の同業態・同規模・類似の店舗を

参考に席数・回転率・客単価を設定し、決定しております。 

(単位：百万円・％） 

（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。 

   ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

○当社の売上原価 

 既存店については、前期実績を基準にしながら、新メニューやランチ実施なども考慮して決定

しております。 

 新店については、当社グループ内の同業態・同規模・類似の店舗を参考に決定しております。

また、出店日を 15日前後と想定しているため、出店月の初月の売上は半月分のみを予算として計

上しております。 

  

○当社の販売費及び一般管理費（営業経費） 

 営業経費につきましては、各店舗で前期実績を基に原則、固定費は横ばい、変動費は売上高に

応じて計上しております。 

人件費については、各店舗で前期実績を基に定期昇給や賞与を考慮して計上しております。概

ね社員人件費を固定費とした上でアルバイトのシフトを考慮してその他の人件費を決定しており

ます。新店に当たっては、原則、１店舗当たり社員２名の採用を前提としており、本社にあたっ

ても増員を織り込んでおります。 

 新店特有の初期経費につきましても、過去実績から当社グループ内の同業態・同規模・類似の

店舗を参考にしており、新業態については、過去の類似業態や既存業態の同一規模の店舗を参考

に、見積もっております。  

 

 

 

決算期 
平成27年３月期（予想） 平成26年３月期（実績） 

セグメント 

・業態 

 
売上高 構成比 前年同期比 売上高 構成比 

飲食事業 

なつかし処 

昭和食堂 
3,042 62.5 115.5 2,634 62.7 

その他の業態 1,714 35.2 119.2 1,438 34.3 

その他の事業 111 2.3 88.3 125 3.0 

合計 4,867 100.0 115.9 4,198 100.0 



○当社の営業外収支 

 営業外収益 

保険解約返戻金については、２月の満期時に解約する前提で解約返戻金見込額を各保険会社に

聞き取り、計上しております。 

上記以外の項目につきましては、前期並みにて算出しております。 

 

 

本資料に記載されている当社グループ及び当社の当期業績見通しについては、本資料の日付時

点において入手可能な情報による判断及び仮定を前提にしており、実際の業績は様々な要因によ

って異なる場合があります。 

  



 

平成 27 年 3 月期 第 3 四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
平成 27年 2 月 10日 

  
上 場 会 社 名 株式会社海帆 上場取引所 非上場 

  ＵＲＬ  http://www.kaihan.co.jp/ 

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 久田 敏貴 

問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部長 (氏名) 小島 聡 (TEL)052-586-2666 

四半期報告書提出予定日 平成―年―月―日 配当支払開始予定日 平成―年―月―日**月**日 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：有 

四半期決算説明会開催の有無 ：無 
（百万円未満切捨て） 

１．平成 27 年 3月期第 3四半期の連結業績（平成 26 年 4月 1日～平成 26年 12 月 31日） 
（１）連結経営成績(累計)                                              （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年 3月期第 3 四半期 3,662 17.9 186 118.9 179 44.0 108 50.1 
26年 3月期第 3 四半期 3,106 5.0 85 △48.5 124 △23.2 72 △40.1 
（注） 包括利益 27年 3月期第 3四半期 108百万円（50.1％） 26年 3月期第 3四半期 72百万円（△40.1％） 
 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期純利益 

 円   銭 円   銭 

27年 3月期第 3 四半期 73.18 ― 
26年 3月期第 3 四半期 49.75 ― 
(注)当社は、平成 26年６月 27日付で普通株式１株につき 20株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式
分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

27年 3月期第3四半期 2,811 460 16.4 310.26 
26年 3月期 2,391 381 15.9 257.08 
（注） 自己資本   27年 3月期第 3四半期 460百万円 26年 3月期 381百万円 

当社は、平成 26年６月 27日付で普通株式１株につき 20株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割
が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。 

 

 ２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 
26年 3月期 ― ― ― 400.00 400.00 
27年 3月期 ― ―    

27年 3月期(予想)   ― ― ― 
(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

当社は、平成 26年６月 27日付で普通株式１株につき 20株の株式分割を行っております。平成 26年３月期については当該株
式分割前の実際の配当金の額を記載しております。  

     
３．平成 27 年 3月期の連結業績予想（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 4,867 15.9 194 54.3 240 49.5 136 32.6 92.08 
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

当社は、平成 26年６月 27日付で普通株式１株につき 20株の株式分割を行っております。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」
につきましては、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式数を除く）により算定しております。 



※ 注記事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

：無 

 新規 ―社 (社名)  除外 ―社 (社名)  
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無   
② ①以外の会計方針の変更 ：無   
③ 会計上の見積りの変更 ：無   
④ 修正再表示 ：無   

 
（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 27 年 3 月期 3Ｑ 1,483,200 株 26 年 3 月期 1,483,200 株 

②  期末自己株式数 27 年 3 月期 3Ｑ ― 株 26 年 3 月期 ― 株 

③  期中平均株式数(四半期累計) 27 年 3 月期 3Ｑ 1,483,200 株 26 年 3 月期 3Ｑ 1,453,200 株 
（注）当社は、平成 26 年６月 27 日付で普通株式１株につき 20 株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式（普通株式）を算定しております。 

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金

融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料 3 ページ「１．当四半期決算に関

する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、４月の消費税増税や引き続きの円安進行による

輸入品の調達コスト増加などによる個人消費の減速、原油価格の急速な下落による産油国を中心とした

景気後退懸念などの影響により企業物価が低迷し、昨年度から続く景気の回復基調に水を差す結果とな

りました。 

飲食業界におきましても、直近月においては居酒屋の既存店売上高が前年同月比で１割近く減少す

るなど、個人消費の減速が顕著に表れました。これらの景気減速懸念は、個人消費の行く末を占う大手

企業の賃上げ（ベア）で概ね労働組合の要求が通ったことなどから、早期に払拭されるとの観測もありま

すが、暫くは一進一退の状況が続くものと予想されております。 

このような環境のもと、当社グループにおきましては順調に新規出店を重ね、新規出店 16店舗、リニュ

ーアル２店舗、退店２店舗を行った結果、10業態 73店舗に至りました。 

新規出店につきましては、平成 26年４月に「なつかし処昭和食堂 アスティ岐阜店」、５月に「なつかし

処昭和食堂 岐阜六条店」、６月に「えびすや 七宝店」、７月に「えびすや 扶桑店」・「ゆずの雫 東郷

店」・「ゆずの雫 二官橋通り店」・「ゆずの雫 名張店」・「フジヤマ 55 名張店」、８月に「なつかし処昭和

食堂 一宮牛野通り店」、９月に「BARON 姫路駅前店」、10月に「ゆずの雫 姫路駅前店」、11月に「な

つかし処昭和食堂 大府店」・「なつかし処昭和食堂 太田川駅前店」、12月に「ゆずの雫 太田川駅前

店」・「なつかし処昭和食堂 篭山店」・「Briccone SKY LOUNGE」をオープンいたしました。 

業態変更につきましては、平成 26年４月に「えびすや 伊勢明和店」を「なつかし処昭和食堂 伊勢明

和店」へ、６月に「299太郎 江南店」を「なつかし処昭和食堂 江南店」へそれぞれリニューアルオープン

いたしました。 

反面、売上不振の続いていた「えびすや 桑名店」、「フジヤマ 55伊勢店」をそれぞれ５月と６月に閉店

いたしました。 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、36億 62百万円(前年同期比 17.9%増)となり、

営業利益は、１億 86百万円(同 118.9%増)、経常利益は、１億 79百万円(同 44.0%増)、四半期純利益は、

１億８百万円(同 50.1%増)となりました。 

 

 （注）当社グループは、飲食事業並びにこれに付帯する業務を営んでおりますが、飲食以外の事業の

重要性が乏しいため、セグメント情報の記載は省略しております。 

 

(2) 連結財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、15億62百万円となり、前連結会計年度末に比

べ１億９百万円増加いたしました。これは主に、その他が１億36百万円増加したことによるものでありま

す。固定資産は、12億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億10百万円増加いたしました。こ

れは、主に有形固定資産が２億96百万円増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は、28億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億19百万円増加いたしまし

た。 

 

(負債) 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、13億７百万円となり、前連結会計年度末に比

べ３億66百万円増加いたしました。これは主に、買掛金が69百万円、１年以内返済予定長期借入金が

54百万円、未払金が１億25百万円、未払法人税等が39百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。固定負債は、10億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ25百万円減少いたしました。これ

は、主にリース債務が１億13百万円増加したことに対して長期借入金が１億30百万円減少したことによ

るものであります。 

この結果、負債合計は、23億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億40百万円増加いたしま

した。 

  



 

(純資産) 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、４億60百万円となり、前連結会計年度末に

比べ78百万円増加いたしました。これは主に、四半期純利益１億８百万円及び剰余金の配当29百万

円によるものであります。 

この結果、自己資本比率は16.4%(前連結会計年度末は15.9%)となりました。  

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第 3四半期連結累計期間の連結業績は、新規出店も計画通り順調に進み、通期の業績予想に

ついて、現時点での変更はございません。 

 

2. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

 



 

3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

                          （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（平成 26 年３月 31 日） 

当第 3 四半期連結会計期間 

（平成 26 年 12 月 31 日） 

資産の部   

流動資産    

 現金及び預金 1,271,910 1,209,705 

 売掛金 27,294 39,117 

 商品及び製品 40,218 54,565 

 原材料及び貯蔵品 4,644 4,002 

 前払費用 47,533 53,466 

 繰延税金資産 1,232 4,874 

 その他 60,909 197,643 

 貸倒引当金 △415 △538 

流動資産合計 1,453,327 1,562,837 

固定資産    

 有形固定資産   

 建物及び構築物(純額) 468,719 583,514 

 機械装置及び車両運搬具(純額) 23,403 39,680 

 工具、器具及び備品(純額) 94,423 122,629 

 リース資産(純額) 38,365 170,691 

 その他(純額) 17,624 22,514 

有形固定資産合計 642,536 939,029 

 無形固定資産   

 のれん 6,990 1,783 

 商標権 2,543 2,286 

 ソフトウエア 4,244 3,400 

 その他 1,109 1,109 

無形固定資産合計 14,887 8,580 

 投資その他の資産   

 繰延税金資産 26,304 24,547 

 敷金及び保証金 201,246 236,646 

 その他 54,111 40,170 

 貸倒引当金 △550 △253 

投資その他の資産合計 281,111 301,111 

固定資産合計 938,534 1,248,721 

資産合計 2,391,862 2,811,558 



 

 （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（平成 26 年３月 31 日） 

当第 3 四半期連結会計期間 

（平成 26 年 12 月 31 日） 

負債の部   

流動負債    

 買掛金 224,785 294,475 

 1 年内償還予定の社債 14,000 14,000 

 1 年内返済予定の長期借入金 325,096 379,700 

 リース債務 16,426 47,303 

 未払金 252,983 378,230 

 未払法人税等 4,652 44,446 

 前受金 72,899 80,308 

 繰延税金負債 852 － 

 その他 29,471 68,718 

流動負債合計 941,169 1,307,182 

固定負債    

 社債 79,000 72,000 

 長期借入金 919,430 789,353 

 リース債務 23,353 137,016 

 資産除去債務 21,533 26,665 

 その他 26,080 19,165 

固定負債合計 1,069,398 1,044,201 

負債合計 2,010,567 2,351,383 

純資産の部   

株主資本    

 資本金 53,000 53,000 

 資本剰余金 40,000 40,000 

 利益剰余金 288,294 367,175 

株主資本合計 381,294 460,175 

純資産合計 381,294 460,175 

負債純資産合計 2,391,862 2,811,558 

  



 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書                             

(四半期連結損益計算書) 

(第 3 四半期連結累計期間) 

                            （単位：千円） 

 

前第 3 四半期連結累計期間 

(自 平成 25 年４月１日 

 至 平成 25 年 12 月 31 日） 

当第 3 四半期連結累計期間 

(自 平成 26 年４月１日 

   至 平成 26 年 12 月 31 日） 

売上高 3,106,179 3,662,345 

売上原価  910,529 913,374 

売上総利益 2,195,650 2,748,971 

販売費及び一般管理費 2,110,552 2,562,704 

営業利益 85,097 186,266 

営業外収益   

 受取利息及び受取配当金 166 119 

 不動産賃貸料 4,744 5,671 

 受取手数料 2,117 2,843 

 保険解約返戻金 53,856 － 

 その他 2,617 1,549 

 営業外収益合計 63,503 10,184 

営業外費用   

 支払利息 17,449 13,949 

 不動産賃貸費用 2,571 2,500 

 その他 4,239 959 

 営業外費用合計 24,260 17,408 

経常利益 124,339 179,042 

特別利益   

 固定資産売却益 1,717 7,564 

 その他 3,119 625 

 特別利益合計 4,836 8,189 

特別損失   

 固定資産除却損 8,601 9,781 

 その他 1,504 － 

 特別損失合計 10,105 9,781 

税金等調整前四半期純利益 119,071 177,449 

法人税、住民税及び事業税 34,646 71,644 

法人税等調整額 12,128 △2,738 

法人税等合計 46,774 68,905 

少数株主損益調整前四半期純利益 72,296 108,544 

四半期純利益 72,296 108,544 

 

  



 

 

(四半期連結包括利益計算書) 

(第 3 四半期連結累計期間) 

（単位：千円） 

 

前第3四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日） 

当第3四半期連結累計期間 

(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日） 

少数株主損益調整前四半期純利益 72,296 108,544 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1 ― 

 その他の包括利益合計 △1 ― 

四半期包括利益 72,295 108,544 

 (内訳)   

 親会社株主に係る四半期包括利益 72,295 108,544 

  



 

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

   (セグメント情報) 

セグメント情報 

当社グループは、飲食事業並びにこれに付帯する業務を営んでおりますが、飲食以外の事業の重

要性が乏しいため、セグメント情報の記載は省略しております。 

 

 


